
　
　
〔
資
料
紹
介
・
翻
刻
〕

　
　
　
（
山
口
県
文
書
館
蔵
）
毛
利
広
鎮 

『
類
題
玉
函
集　

上
』

 

小　

野　

美　

典　
　

　

徳
山
藩
八
代
藩
主
毛
利
広ひ

ろ
し
げ鎮

の
家
集『
類
題
玉
函
集
』〔
山
口
県
文
書
館
所
蔵
〕

を
翻
刻
す
る
。
本
作
品
は
、
上
下
二
冊
の
版
本
で
全
三
百
首
の
歌
を
収
載
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
解
題
な
ら
び
に
上
冊
の
翻
刻
を
お
こ
な
う
。
下
冊
は
稿
を
改

め
た
い
。

・　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
『
類
題
玉
函
集
』
は
、徳
山
藩
八
代
藩
主
毛
利
広
鎮
〔
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

〜
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）〕
の
類
題
私
家
集
で
あ
る
。

　

徳
山
藩
〔
現
在
の
山
口
県
周
南
市
を
中
心
と
し
た
一
帯
〕
は
、
寛
永
一
一
年

（
一
六
三
四
）
に
、
萩
本
藩
よ
り
四
万
五
千
石
を
も
っ
て
分
知
さ
れ
た
支
藩
で
、

歴
代
の
藩
主
に
は
、
文
芸
に
秀
で
た
者
が
多
い
。
特
に
、
三
代
毛
利
元
次
は
著

名
で
〔
注
１
〕、
八
代
広
鎮
は
本
書
『
類
題
玉
函
集
』
を
、
ま
た
そ
の
嗣
子
九

代
元
蕃
は
、
幕
末
・
維
新
の
動
乱
の
中
に
あ
っ
て
家
集
『
随
風
集
』
を
残
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
代
々
の
藩
主
は
藩
士
た
ち
に
学
問
を
積
極
的
に
奨
励
し
た
。
広
鎮
の

父
七
代
就
馴
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
藩
校
「
鳴
鳳
館
」
を
設
立
し
、

広
鎮
の
時
代
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
は
、
そ
れ
が
「
興
譲
館
」
と
改
称

さ
れ
改
築
さ
れ
て
い
る
〔
注
２
〕。
こ
の
興
譲
館
で
は
、
文
武
両
道
を
兼
修
さ

せ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
藩
主
広
鎮
の
好
学
の
程
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
こ

の
興
譲
館
の
第
四
代
教
授
桜
井
武
雄
（
魁
園
・
秋
園
）
は
、
加
茂
季
鷹
門
下
の

松
田
直
兄
に
和
歌
を
学
び
、
ま
た
、
近
藤
芳
樹
に
も
師
事
し
て
い
る
〔
注
３
〕。

桜
井
武
雄
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
五
六
歳
で
没
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
、

広
鎮
が
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
没
し
て
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
広
鎮
の

周
囲
に
、
京
都
に
遊
学
し
て
和
歌
を
学
ん
だ
桜
井
武
雄
の
よ
う
な
人
物
が
い
た

こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
、『
類
題
玉
函
集
』
の
跋
文
〔
下
冊
の

巻
末
〕
に
は
、
藤
原
宜
寸
（
近
藤
芳
樹
）
が
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
〔
傍

線
は
稿
者
に
よ
る
。
以
下
同
断
〕。
な
お
、「
兵
庫
頭
大
江
朝
臣
の
君
」と
は
、「
毛

利
広
鎮
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

 

さ
き
の
兵
庫
頭
大
江
朝
臣
の
君
。
わ
か
く
お
は
／
し
ま
し
ゝ
ほ
と
よ
り
。

よ
み
歌
好
ま
せ
給
ひ
て
。
八
／
十
を
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
ま
て
。
月
花
の
情

を
／
空
し
く
過
さ
せ
給
ひ
し
事
。
一
日
も
あ
ら
さ
／
り
し
か
は
。
言
の
葉

の
か
す
。
か
き
り
も
な
く
お
ほ
く
／
つ
も
れ
る
を
。
そ
の
中
よ
り
。
お
も

と
人
た
ち
の
ぬ
き
／
出
て
。
集
め
お
き
た
り
し
ひ
と
ゝ
ち
あ
り
。
そ
を
此

／
た
ひ
。か
く
こ
な
た
に
て
。梓
に
ち
り
は
め
し
め
／
た
ま
へ
り
。〔
後
略
〕

　

こ
の
跋
文
は
、『
類
題
玉
函
集
』
の
成
立
状
況
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
広

鎮
は
、
八
十
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
毎
日
和
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
中
か
ら
、「
お

も
と
人
た
ち
〔
側
近
の
者
た
ち
〕」
が
集
め
た
も
の
が
本
家
集
で
あ
る
、
と
い
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う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
お
も
と
人
た
ち
」
に
該
当
す
る
人
物
の
一
人
と
し
て
、

桜
井
武
雄
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
桜
井
武
雄

を
通
し
て
、
近
藤
芳
樹
に
歌
の
推
敲
・
点
検
の
依
頼
〔
注
４
〕
が
行
っ
た
可
能

性
も
あ
る
。
近
世
後
期
の
山
口
県
の
和
歌
を
考
え
る
う
え
で
は
、
本
作
は
重
要

な
作
品
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
類
題
玉
函
集
』
は
、
夙
に
福
井
久
蔵
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
〔
注
５
〕、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』〔
注
６
〕
で
言
及
、『
和
歌
大
辞
典
』〔
注

７
〕
に
は
立
項
さ
れ
て
い
る
歌
集
で
あ
る
。『
和
歌
大
辞
典
』
に
簡
潔
な
紹
介

が
あ
る
の
で
、
以
下
に
、
全
文
を
掲
載
す
る
。

　
　

 

類
題
玉
函
集　

る
い
だ
い
ぎ
よ
く
か
ん
し
ふ　
《
江
戸
期
類
題
集
》
毛
利

広
鎮
（
徳
山
侯
）
の
八
〇
歳
ま
で
の
詠
作
を
類
題
し
た
も
の
。
安
政
二

１
８
５
５
年
刊
。
四
季
・
恋
・
雑
に
部
類
す
る
。
版
本
二
冊
。
近
藤
芳
樹

の
跋
文
が
あ
る
。

　

右
の
『
和
歌
大
辞
典
』
で
は
、そ
の
刊
行
年
を
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）〔
傍

線
部
〕と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『（
補
訂
版
）国
書
総
目
録
』〔
注
８
〕に
も『
類

題
玉
函
集
』
は
立
項
さ
れ
、
そ
こ
で
は
「
成
安
政
五
」
と
し
て
、
成
立
は
安
政

五
年（
一
八
五
八
）と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、『
国
書
人
名
辞
典
』〔
注

９
〕
の
「
毛
利
広
鎮
」
の
項
で
も
、「〔
著
作
〕
類
題
玉
函
集
〈
安
政
五
〉」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、『
類
題
玉
函
集
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、

　
　
「
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
刊
行
」
説
（『
和
歌
大
辞
典
』）

　
　

 「
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
成
立
」
説
（『（
補
訂
版
）
国
書
総
目
録
』・『
国

書
人
名
辞
典
』）

の
二
つ
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
福
井
氏
の
著
作
で
は
、
成
立
年
は
明

記
し
な
い
も
の
の
、「
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
上
梓
」
と
解
せ
ら
れ
る
言
及

を
し
て
い
る
。

　

稿
者
は
こ
の
度
、『
類
題
玉
函
集
』
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
し
て
、

管
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
成
立
は
数
度
の
段
階
を
経
て
お
り
、
最
終
的
刊
行
は
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
詳
細
は
、
別
稿
〔
注

10
〕
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
歌
集
は
、
近
世
後
期
の
徳
山
藩
と
い
う
地
方
藩
主
の
和

歌
、
な
ら
び
に
そ
の
和
歌
圏
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
作
品
で
あ
り
、
ま
た
、
近

藤
芳
樹
の
関
与
か
ら
、
近
藤
芳
樹
研
究
に
お
い
て
も
、
注
目
す
べ
き
作
品
と
思

わ
れ
る
。

・　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

最
後
に
、書
誌
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
底
本
は
、山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
『
類

題
玉
函
集
』（
上
下
二
冊
）。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

◎
『
類
題
玉
函
集
・
上
』（
山
口
県
文
書
館
整
理
番
号
・
吉
田
樟
堂
一
二
四
五
）

　
　
　

縦
二
三
・
四
糎
、
横
一
六
・
〇
糎
、
袋
綴
、

　
　
　

 

料
紙
は
楮
紙
、
梔
子
色
表
紙
の
左
肩
に
題
箋
（
刷
り
題
箋
）「
類
題
玉

函
集　

上
」、

　
　
　

紙
数
二
〇
丁
（
遊
紙
が
巻
首
に
一
丁
、
墨
付
一
九
丁
）

　

◎
『
類
題
玉
函
集
・
下
』（
山
口
県
文
書
館
整
理
番
号
・
吉
田
樟
堂
一
二
四
六
）

　
　
　

縦
二
三
・
四
糎
、
横
一
六
・
〇
糎
、
袋
綴
、

　
　
　

 

料
紙
は
楮
紙
、
梔
子
色
表
紙
の
左
肩
に
題
箋
（
刷
り
題
箋
）「
類
題
玉

函
集　

下
」、

　
　
　

紙
数
一
九
丁
（
遊
紙
が
巻
首
に
一
丁
、
墨
付
一
八
丁
）

　

上
・
下
と
も
に
無
刊
記
、
奥
書
・
識
語
な
し
。
一
面
九
行
書
き
。
下
巻
は
和

歌
本
文
が
一
六
丁
ま
で
。
一
七
丁
・
一
八
丁
に
は
藤
原
宜
寸
（
近
藤
芳
樹
）
の

跋
文
と
和
歌
一
首
が
添
え
ら
れ
る
。
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上
巻
は
、
春
（
四
〇
首
）、
夏
（
四
〇
首
）、
秋
（
八
四
首
）、
計
一
六
四
首
。

下
巻
は
、冬
（
四
三
首
）、恋
（
三
一
首
）、雑
（
五
三
首
）、誹
諧
ふ
り
（
九
首
）、

計
一
三
六
首
。
総
歌
数
は
三
〇
〇
首
で
あ
る
。

　

な
お
、『
類
題
玉
函
集
』
の
翻
刻
と
し
て
は
、『
徳
山
市
史　

史
料
』〔
注
11
〕

に
、
任
意
に
抄
出
さ
れ
た
和
歌
二
百
首
の
翻
刻
が
あ
る
が
、
全
文
の
翻
刻
は
今

回
が
初
め
て
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
歌
題
な
ど
も
原
形
を
と
ど
め
る
よ
う
に
留

意
し
て
全
体
を
翻
刻
し
た
。

〔
注
〕

１　

 

渡
辺
憲
司『
近
世
大
名
文
芸
圏
研
究
』〔
八
木
書
店
、平
成
９
年
２
月
〕の「
毛

利
元
次
文
芸
圏
考
」「
資
料　

徳
山
雑
吟
」〔
二
九
二
〜
三
四
〇
頁
〕
に
詳

し
い
。

２　

 

大
石
学
編
『
近
世
藩
制
藩
校
大
事
典
』〔
吉
川
弘
文
館
、
平
成
18
年
３
月
〕

の
「
徳
山
藩
」
の
項
〔
七
八
八
〜
七
九
〇
頁
、
執
筆
担
当
は
高
木
俊
輔
〕、

山
口
縣
教
育
會
編
『
山
口
縣
教
育
史　

上
巻
』〔
山
口
縣
教
育
會
発
行
、

大
正
14
年
３
月
、
た
だ
し
昭
和
57
年
の
第
一
書
房
の
復
刻
版
に
よ
る
〕
の

第
二
章
十
一
節
「
鳴
鳳
館
（
興
譲
館
）」
の
項
〔
一
四
二
〜
一
五
二
頁
〕

を
参
照
。

３　

 

桜
井
武
雄
の
家
集
『
秋
園
集
』〔
矢
島
作
郎
編
集
発
行
、
明
治
32
年
８
月
〕

の
跋
文
を
参
照
。
ま
た
、徳
山
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
徳
山
市
史　

上
巻
』

〔
徳
山
市
発
行
、
昭
和
59
年
１
月
〕
の
六
三
七
頁
、
六
五
三
〜
六
五
九
頁

に
も
、
桜
井
武
雄
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。

４　

 

近
藤
芳
樹
に
よ
る
『
類
題
玉
函
集
』
跋
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　
　

 〔
前
略
〕
う
つ
し
巻
に
て
は
。
か
な
の
誤
。
て
に
を
は
の
違
／
ひ
な

と
も
。
お
の
つ
か
ら
あ
り
ぬ
へ
し
。
と
お
の
れ
に
仰
／
せ
て
。
た
ゝ

さ
し
め
。
か
く
は
も
の
せ
さ
せ
給
へ
る
／
に
な
む
〔
後
略
〕

５　

 

福
井
久
蔵
『
大
日
本
歌
書
綜
覧　

中
巻
』〔
不
二
書
房
、
昭
和
２
年
10
月
、

た
だ
し
昭
和
49
年
５
月
の
国
書
刊
行
会
の
復
刻
版
に
よ
る
〕、
同
『
諸
大

名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究　

下
』〔
厚
生
閣
、
昭
和
12
年
５
月
、
た
だ
し

昭
和
51
年
１
月
の
原
書
房
の
復
刻
版
に
よ
る
〕。

６　

 『
和
歌
文
学
大
辞
典
』〔
明
治
書
院
、
昭
和
37
年
11
月
、
五
二
八
頁
〕
の
中

の
「
諸
侯
と
和
歌
」
の
項
。
執
筆
担
当
は
山
岸
徳
平
。

７　

 『
和
歌
大
辞
典
』〔
明
治
書
院
、
昭
和
61
年
３
月
、
一
〇
六
七
〜
一
〇
六
八

頁
〕。「
類
題
玉
函
集
」
の
執
筆
担
当
は
大
取
一
馬
。

８　

 『
補
訂
版　

国
書
総
目
録　

第
八
巻
』〔
岩
波
書
店
、
平
成
２
年
11
月
、
一

一
七
頁
〕

９　
『
国
書
人
名
辞
典　

第
四
巻
』〔
岩
波
書
店
、
平
成
10
年
11
月
、
五
五
四
頁
〕

10　

 

拙
稿
「
毛
利
広
鎮
の
『
類
題
玉
函
集
』
に
つ
い
て
│
成
立
年
次
を
中
心
に

│
」〔『
語
文　

一
三
三
号
』
日
本
大
学
国
文
学
会
編
集
発
行
、
平
成
21
年

３
月
発
行
予
定
〕

11　

 

徳
山
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
徳
山
市
史
史
料　

下
巻
』〔
徳
山
市
発
行
、

昭
和
43
年
３
月
、
五
二
七
〜
五
三
八
頁
〕

〔
付
記
〕

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、

資
料
翻
刻
を
ご
承
諾
く
だ
さ
っ
た
「
山
口
県
文
書
館
」
に
、
衷
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
る
。

・　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　

凡
例

一
、 

底
本
を
出
来
る
限
り
忠
実
に
翻
刻
す
る
よ
う
に
つ
と
め
、
改
行
も
底
本
通

り
と
し
た
。
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一
、
仮
名
は
、
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、 
漢
字
は
、
常
用
漢
字
表
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
は
そ
の
字
体
を
用
い
、
表
外

漢
字
は
旧
字
体
と
し
た
。

一
、 
繰
り
返
し
記
号
（
踊
り
字
）
は
、
仮
名
の
一
字
は
「
ゝ
」、
仮
名
の
二
字

以
上
は
「

く
」、
漢
字
は
「
々
」
で
統
一
し
た
。

一
、 

頁
移
り
を
」
で
区
切
り
、
丁
数
を
算
用
数
字
、「
表
・
裏
」
を
「
オ
・
ウ
」

で
示
し
た
。

一
、 

誤
植
の
想
定
さ
れ
る
歌
、
や
や
不
審
な
歌
に
関
し
て
は
、
注
を
付
し
て
末

尾
に
言
及
し
た
。

一
、
各
歌
の
上
に
、
漢
数
字
で
歌
番
号
を
付
し
た
。

類
題
玉
函
集
上

　

春

　
　

都
立
春

（
一
）春
に
あ
く
る
都
の
空
の
は
つ
か
す
み
け
さ
よ
り
四
方
に
立
わ
た
る
ら
ん

　
　

湖
辺
立
春

（
二
）春
き
ぬ
と
氷
く
た
け
て
さ
ゝ
浪
の
う
ち
出
の
は
ま
に
は
つ
か
せ
そ
吹

　
　

磯
若
菜

（
三
）汐
か
せ
は
の
と
か
に
な
り
ぬ
あ
さ
日
か
け
さ
し
出
の
磯
な
い
さ
つ
み
て
ま
し

　
　

野
若
菜 

」１
オ

（
四
）わ
か
な
つ
な
な
つ
さ
ひ
つ
れ
て
さ
と
の
こ
か
つ
み
は
や
す
な
り
春
の
の
ゝ
辺
に

　
　

初
春
鶴

（
五
）ま
つ
の
雪
と
く
る
を
み
て
や
白
鶴
も
翅
に
ち
よ
の
春
を
し
る
ら
ん

　
　

滝
音
知
春

（
六
）雪
と
け
て
お
ち
く
る
滝
の
ひ
ゝ
き
に
も
み
や
ま
の
お
く
の
春
そ
し
ら
る
ゝ

　
　

春
江
雪

（
七
）あ
し
た
つ
の
は
ら
ふ
は
か
せ
も
寒
か
ら
し
な
に
は
入
江
の
春
の
朝
し
も

　
　

暁
鶯

（
八
）ほ
の

く
と
月
さ
す
窓
に
匂
ふ
か
な
あ
け
ほ
の
告
る
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ 

」１
ウ

　
　

門
柳

（
九
）つ
な
き
す
て
駒
と
ゝ
む
る
や
誰
な
ら
ん
い
と
を
た
れ
た
る
か
と
の
柳
に

　
　

雨
後
柳

（
一
〇
）よ
ひ
の
雨
の
露
そ
の
ま
ゝ
に
あ
け
に
け
り
吹
か
せ
も
な
き
青
柳
の
蔭

　
　

沖
霞

（
一
一
）風
は
や
の
名
も
わ
す
ら
れ
て
沖
な
り
に
ゆ
く
と
も
み
え
す
霞
む
舟
の
帆

　
　

霞
中
瀧

（
一
二
）山
ふ
か
み
か
す
み
の
お
く
に
な
り
は
て
ゝ
春
の
み
お
つ
る
み
よ
し
野
の
瀧

　
　

浦
霞 

」２
オ

（
一
三
）も
し
ほ
や
く
け
ふ
り
な
ひ
き
て
う
ら
の
名
の
霞
と
な
り
ぬ
春
の
夕
な
き

　
　

禁
中
花

（
一
四
）大
内
や
ま
雪
こ
そ
み
ゆ
れ
南
な
る
殿
の
さ
く
ら
も
花
咲
ぬ
ら
し

　
　

旅
中
見
花

（
一
五
）樹
の
も
と
に
た
ひ
の
や
と
り
を
か
り
衣
き
つ
ゝ
な
れ
て
も
花
を
み
る
か
な

　
　

月
前
花

（
一
六
）春
の
よ
の
お
ほ
ろ
の
月
の
か
け
ふ
み
て
た
と
る
も
う
れ
し
花
の
下
道

　
　

山
家
花

（
一
七
）人
と
は
ぬ
み
山
の
お
く
に
す
め
と
猶
は
な
の
さ
か
り
は
し
つ
こ
ゝ
ろ
な
し 

」２
ウ

　
　

終
日
見
花

（
一
八
）あ
し
た
よ
り
な
か
め
く
ら
せ
と
さ
く
ら
花
猶
こ
そ
あ
か
ね
花
の
夕
は
え

　
　

花
時
鞍
馬
多
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（
一
九
）は
な
さ
か
り
む
ち
打
つ
れ
て
出
ぬ
ら
し
馬
や
に
駒
の
声
の
聞
こ
え
ぬ

（
二
〇
）さ
く
花
に
心
う
か
れ
て
の
る
こ
ま
を
春
は
つ
な
か
ぬ
樹
の
下
も
な
し

　
　

花
淵

（
二
一
）樹
の
下
の
水
の
な
か
れ
は
あ
さ
け
れ
と
う
つ
ろ
ふ
花
の
淵
と
社
な
れ

　
　

夕
雲
雀

（
二
二
）夕
雲
雀
あ
か
る
か
け
こ
そ
は
る
か
な
れ
雲
の
上
に
や
宿
も
と
む
ら
ん
」３
オ

　
　

苗
代

（
二
三
）ふ
る
雨
に
ま
さ
り
し
水
を
ま
か
せ
つ
ゝ
春
賑
は
し
き
を
た
の
苗
代

　
　

雨
中
苗
代

（
二
四
）あ
め
ふ
り
て
を
た
の
苗
代
ま
す
水
に
賤
か
袂
の
ひ
ま
を
こ
そ
思
へ

　
　

夕
春
雨

（
二
五
）く
る
ゝ
か
と
お
も
ひ
し
後
も
た
そ
か
れ
の
ほ
と
猶
な
か
き
春
雨
の
空

　
　

旅
春
雨

（
二
六
）た
ひ
や
か
た
春
の
な
か
め
の
さ
ひ
し
さ
に
故
郷
の
み
を
お
も
ひ
や
り
つ
ゝ

　
　

江
春
雨 

」３
ウ

（
二
七
）柳
か
け
い
と
も
の
と
か
に
よ
り
く
な
り
雨
の
ふ
る
江
の
春
の
夕
波

　
　

梨
花

（
二
八
）山
か
け
に
く
れ
を
い
そ
か
ぬ
色
な
か
ら
淋
し
さ
み
ゆ
る
友
な
し
の
花

　
　

野
春
月

（
二
九
）む
さ
し
野
は
さ
ら
て
も
は
て
の
な
き
も
の
を
朧
に
か
す
む
春
の
よ
の
月

　
　

春
月
暁
静

（
三
〇
）あ
り
明
の
月
も
お
ほ
ろ
に
か
た
ふ
き
て
う
め
よ
り
し
ら
む
春
の
山
ま
と

　
　

春
残
月

（
三
一
）横
雲
は
花
に
わ
か
れ
て
山
の
は
の
か
す
み
の
袖
に
残
る
月
か
け 

」４
オ

　
　

春
車

（
三
二
）か
す
か
の
や
め
く
る
日
か
け
の
の
と
け
さ
に
花
み
車
の
絶
る
ま
も
な
し

　
　

山
房
春
事

（
三
三
）山
さ
と
は
春
こ
そ
こ
と
に
の
と
か
な
れ
に
ほ
へ
る
花
に
う
く
ひ
す
の
声

　
　

春
日
鷹
狩

（
三
四
）春
も
な
ほ
小
鷹
す
ゑ
の
ゝ
か
り
衣
雪
か
と
花
の
ふ
り
か
ゝ
り
つ
ゝ

　
　

島
藤

（
三
五
）心
あ
る
あ
ま
の
し
わ
さ
か
藤
な
み
の
花
を
か
け
た
る
松
か
う
ら
島

　
　

花
藤
残
猶
春 

」４
ウ

（
三
六
）は
な
ち
り
て
あ
と
は
青
は
と
な
り
な
か
ら
風
猶
か
を
る
心
地
こ
そ
す
れ

　
　

春
山
一
路
鳥
空
啼

（
三
七
）花
ち
れ
は
山
ち
を
か
よ
ふ
人
も
な
し
し
ら
ぬ
小
鳥
の
声
計
し
て

　
　

暮
春
残
花

（
三
八
）ち
り
残
る
こ
す
え
の
花
も
み
つ
ふ
た
つ
よ
む
は
か
り
な
り
春
の
日
数
は

　
　

暮
春
鳥

（
三
九
）名
に
し
お
は
ゝ
よ
ひ
か
へ
さ
な
ん
呼
子
鳥
慕
へ
と
も
猶
く
れ
て
行
春

　
　

暮
春
川

（
四
〇
）よ
し
の
川
花
も
な
か
れ
て
ゆ
く
水
の
は
や
く
春
こ
そ
く
れ
果
に
け
れ 

」５
オ

　

夏

　
　

首
夏
朝
露

（
四
一
）花
の
露
け
さ
は
わ
か
は
に
お
き
か
へ
て
み
と
り
す
ゝ
し
き
夏
は
立
け
り

　
　

首
夏
川

（
四
二
）夏
き
て
も
春
の
な
こ
り
の
大
ゐ
川
せ
ゝ
に
残
れ
る
花
の
し
か
ら
み

　
　

花
春
如
昨
日

（
四
三
）な
つ
衣
か
せ
ま
つ
こ
ろ
と
な
り
に
け
り
花
み
し
春
は
昨
日
と
お
も
ふ
に

　
　

葵
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（
四
四
）か
も
山
に
生
ふ
る
あ
ふ
ひ
の
い
か
な
れ
は
い
く
よ
か
け
て
も
二
は
な
る
ら
ん 

」５
ウ

　
　

山
家
水
鶏

（
四
五
）う
く
ひ
す
の
昨
日
か
鳴
し
さ
く
ら
戸
を
た
ゝ
く
水
鶏
に
お
と
ろ
か
れ
つ
ゝ

　
　

籠
中
蛍

（
四
六
）こ
の
う
ち
に
こ
め
ら
れ
な
か
ら
夏
む
し
の
も
ゆ
る
お
も
ひ
は
き
え
か
て
に
し
て

　
　

古
宅
橘

（
四
七
）野
と
な
り
し
庭
訪
ひ
く
れ
は
お
の
れ
の
み
む
か
し
な
か
ら
に
に
ほ
ふ
た
ち
花

　
　

照
射

（
四
八
）と
も
し
す
る
ほ
か
け
う
つ
ろ
ふ
わ
か
葉
を
も
紅
葉
と
み
て
や
鹿
の
よ
る
ら
ん

　
　

杜
郭
公 

」６
オ

（
四
九
）め
つ
ら
し
な
わ
か
は
か
く
れ
に
ほ
と
ゝ
き
す
し
の
ひ
音
な
か
ら
か
た
ら
ひ
の
も
り

　
　

岡
杜
鳥

（
五
〇
）ほ
と
ゝ
き
す
お
の
か
五
月
の
空
な
る
を
な
と
て
し
の
ふ
の
を
か
に
な
く
ら
ん

　
　

峯
杜
鳥

（
五
一
）さ
と
ゝ
ほ
く
声
に
ほ
は
せ
て
月
か
け
の
い
さ
よ
ふ
み
ね
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

　
　

古
寺
杜
鳥

（
五
二
）ほ
と
ゝ
き
す
む
か
し
の
よ
を
や
し
た
ふ
ら
ん
立
花
寺
の
に
は
に
な
く
な
り

　
　

杜
鳥
声
老

（
五
三
）な
く
声
も
い
ま
そ
ふ
り
ぬ
る
ほ
と
ゝ
き
す
老
の
ね
さ
め
の
と
も
と
き
く
間
に 

」６
ウ

　
　

笋
成
竹

（
五
四
）た
け
の
こ
の
一
よ
二
よ
と
た
ち
の
ひ
て
い
つ
か
み
と
り
の
わ
か
は
さ
す
ま
と

　
　

新
竹

（
五
五
）こ
と
し
生
の
竹
の
若
は
の
み
と
り
に
も
ち
よ
へ
む
色
は
あ
ら
は
れ
に
け
り

　
　

山
家
五
月
雨

（
五
六
）わ
か
山
の
ま
き
の
梢
に
ゐ
る
雲
の
か
さ
な
る
ま
ゝ
に
五
月
雨
そ
ふ
る

　
　

連
日
五
月
雨

（
五
七
）い
く
日
か
す
雲
の
八
重
ふ
き
は
れ
や
ら
て
ふ
り
に
ふ
る
や
の
五
月
雨
の
空

　
　

沢
五
月
雨 

」７
オ

（
五
八
）ま
こ
も
草
か
る
袂
さ
へ
ほ
し
や
ら
て
日
を
ふ
る
沢
の
さ
み
た
れ
の
こ
ろ

　
　

五
月
雨
の
雲
の
水
泳

（
五
九
）五
月
雨
の
を
や
み
も
や
ら
す
日
を
ふ
れ
は
雲
の
水
泳
こ
そ
空
に
し
ら
る
れ〔
注
Ａ
〕

　
　

移
竹

（
六
〇
）く
れ
竹
を
け
ふ
は
庭
に
そ
う
ゑ
に
け
る
ち
よ
も
か
は
ら
ぬ
友
と
ち
き
り
て

　
　

禁
中
夏
月

（
六
一
）夏
の
よ
も
月
を
す
ゝ
し
み
萩
の
戸
は
花
さ
く
秋
の
こ
ゝ
ち
こ
そ
せ
め

　
　

夏
月
涼

（
六
二
）手
に
な
ら
す
あ
ふ
き
に
似
た
る
月
と
て
や
ま
ち
と
る
袖
も
す
ゝ
し
か
る
ら
ん 

」７
ウ

　
　

夏
草

（
六
三
）や
と
ち
か
く
か
よ
ひ
な
れ
た
る
野
ち
も
け
さ
ま
よ
ふ
は
か
り
に
し
け
る
夏
草

　
　

風
前
夏
草

（
六
四
）雨
は
る
ゝ
の
へ
の
夏
草
ふ
く
か
せ
に
な
ひ
く
み
と
り
の
色
も
す
ゝ
し
き

　
　

山
雲
夏
繁

（
六
五
）や
ま
の
は
に
い
つ
も
み
な
れ
し
雲
な
れ
と
夏
は
あ
や
し
く
立
そ
か
さ
な
る

　
　

氷
室

（
六
六
）け
ふ
こ
ゝ
に
ち
よ
の
た
め
し
と
ひ
の
お
も
の
松
か
崎
よ
り
た
て
ま
つ
る
な
り

　
　

夕
立 

」８
オ

（
六
七
）こ
の
さ
と
は
中
々
あ
つ
し
か
き
く
も
り
な
る
神
き
ほ
ふ
よ
そ
の
夕
立

　
　

夕
立
過

（
六
八
）夕
た
ち
の
過
つ
る
あ
と
は
あ
つ
さ
を
も
あ
ら
ひ
な
か
せ
る
心
地
こ
そ
す
れ

（
六
九
）こ
く
舟
の
苫
お
ほ
ふ
ま
も
な
み
の
上
を
は
や
過
わ
た
る
夕
た
ち
の
あ
め
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船
納
涼

（
七
〇
）い
さ
ゝ
ら
は
な
に
は
入
江
の
と
ま
り
舟
す
ゝ
し
き
月
の
さ
す
に
ま
か
せ
ん

　
　

蓮

（
七
一
）み
つ
清
き
池
の
は
ち
す
の
咲
そ
め
て
さ
ゝ
な
み
に
ほ
ふ
花
の
す
ゝ
し
さ

　
　

夕
顔 

」８
ウ

（
七
二
）白
妙
に
か
き
の
夕
か
ほ
咲
に
け
り
こ
ゝ
ろ
し
て
た
け
賤
か
か
や
り
火

　
　

涼
風
入
簾

（
七
三
）な
つ
な
か
ら
を
す
吹
い
る
ゝ
夕
か
せ
は
秋
を
隔
て
ぬ
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ

　
　

夏
夜

（
七
四
）は
し
ゐ
し
て
か
せ
ま
ち
を
れ
は
灯
し
火
の
ま
た
ゝ
く
う
ち
に
さ
よ
更
に
け
り

　
　

夏
莚

（
七
五
）し
き
て
み
よ
竹
も
て
お
れ
る
あ
や
莚
あ
つ
さ
も
し
ら
す
ふ
し
よ
か
る
へ
く

　
　

夏
江

（
七
六
）す
ゝ
し
さ
に
な
に
は
お
も
は
す
な
に
は
江
の
あ
し
の
は
戦
く
水
の
夕
か
せ〔
注
Ｂ
〕

 

」９
オ

　
　

夏
牛

（
七
七
）夏
の
日
の
あ
つ
さ
い
と
は
て
あ
け
ま
き
か
ひ
ゝ
を
や
う
し
と
お
も
ふ
な
る
ら
し

　
　

夏
日
水
村
訪
友

（
七
八
）川
そ
ひ
の
さ
と
ひ
ぬ
竹
の
あ
み
戸
か
な
い
さ
訪
ひ
て
ま
し
涼
み
か
て
ら
に

　
　

六
月
祓

（
七
九
）い
ま
よ
り
は
う
き
事
き
か
し
み
ゝ
と
川
み
の
つ
み
と
か
も
な
つ
は
ら
ひ
し
て

（
八
〇
）す
み
の
江
に
け
ふ
み
そ
き
す
る
も
ろ
人
は
ま
つ
の
ち
と
せ
を
へ
な
ん
と
そ
お
も
ふ

 

」９
ウ

　

秋

　
　

立
秋
風

（
八
一
）あ
ふ
き
さ
へ
け
さ
は
わ
す
れ
て
白
妙
の
袖
に
ま
ち
と
る
秋
の
初
か
せ

　
　

野
立
秋

（
八
二
）野
守
さ
へ
お
と
ろ
き
ぬ
ら
し
よ
を
こ
め
て
小
萩
な
ひ
か
す
秋
の
は
つ
か
せ

　
　

立
秋
田

（
八
三
）ゆ
た
か
な
る
秋
立
色
を
け
さ
み
せ
て
田
つ
ら
の
わ
せ
も
ほ
に
出
に
け
り

　
　

雨
後
初
秋

（
八
四
）よ
ひ
の
雨
に
あ
つ
さ
や
あ
ら
ひ
な
か
し
け
ん
あ
か
つ
き
涼
し
秋
の
は
つ
か
せ 

」10
オ

　
　

泉
辺
初
秋

（
八
五
）昨
日
け
ふ
す
ゝ
し
さ
い
と
ゝ
ま
し
水
を
結
ふ
手
に
こ
そ
あ
き
の
し
ら
る
れ

　
　

岡
早
秋

（
八
六
）か
ね
て
よ
り
月
に
こ
ゝ
ろ
は
ひ
か
れ
け
り
ま
ゆ
み
の
を
か
に
秋
を
む
か
へ
て

　
　

早
秋
荻

（
八
七
）ま
つ
に
ふ
く
お
と
も
か
は
る
を
荻
ひ
と
り
わ
れ
は
顔
な
る
秋
の
は
つ
か
せ

　
　

新
涼
焼
火

（
八
八
）秋
来
ぬ
と
め
に
さ
へ
み
え
て
さ
よ
ふ
か
く
ち
る
も
す
ゝ
し
き
灯
火
の
か
け

　
　

残
暑 

」10
ウ

（
八
九
）秋
来
て
も
残
る
あ
つ
さ
に
荻
の
は
も
あ
ふ
き
の
か
せ
を
か
ら
ん
と
や
お
も
ふ

　
　

野
外
七
夕

（
九
〇
）あ
ま
の
川
ま
た
ふ
た
ゝ
ひ
は
あ
ふ
事
の
か
た
の
に
ほ
し
の
な
と
契
け
ん

　
　

江
七
夕

（
九
一
）な
に
は
江
の
な
み
に
う
つ
し
て
い
さ
や
み
ん
あ
し
の
一
よ
の
ほ
し
合
の
か
け

　
　

禁
中
七
夕

（
九
二
）た
な
は
た
に
こ
よ
ひ
手
向
る
と
も
し
火
の
ひ
か
り
も
清
し
玉
し
き
の
庭

　
　

野
女
郎
花

（
九
三
）女
郎
花
た
か
ね
ま
く
ら
に
む
す
ひ
け
ん
花
を
れ
ふ
し
て
野
へ
に
み
ゆ
る
は 

」11
オ
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稲
妻

（
九
四
）う
ゑ
し
田
も
は
や
ほ
に
出
て
い
な
つ
ま
の
う
つ
ろ
ふ
み
れ
は
驚
か
れ
つ
ゝ

　
　

三
日
月

（
九
五
）み
か
つ
き
の
ほ
そ
き
か
け
さ
へ
時
め
き
て
秋
の
ひ
か
り
は
空
に
み
え
け
り

　
　

弓
張
月

（
九
六
）も
ち
に
み
ん
か
け
を
し
ま
て
は
山
の
は
に
い
る
も
う
れ
し
き
弓
は
り
の
月

　
　

八
月
十
五
夜

（
九
七
）う
き
雲
は
ひ
か
り
に
き
え
て
な
に
お
へ
る
空
と
は
し
る
し
望
月
の
か
け

　
　

停
于
月 

」11
ウ

（
九
八
）中
空
に
め
く
れ
る
月
の
と
ま
る
か
と
み
ゆ
は
か
り
に
も
す
め
る
月
か
な

　
　

潟
月

（
九
九
）と
ほ
ひ
か
た
さ
や
か
に
て
ら
す
月
影
を
舟
さ
し
よ
せ
て
詠
る
や
た
れ

　
　

河
辺
月

（
一
〇
〇
）月
清
み
さ
ら
せ
る
布
と
み
る
ま
て
に
一
す
ち
し
ろ
し
秋
の
川
み
つ

　
　

旅
泊
月

（
一
〇
一
）ゆ
ふ
へ

く
か
は
る
う
き
ね
の
浪
の
上
に
影
さ
た
ま
ら
ぬ
月
を
み
る
哉

　
　

田
家
月

（
一
〇
二
）た
み
の
も
る
門
田
の
月
そ
さ
や
か
な
る
い
な
は
の
雲
は
立
騒
け
と
も 
」12
オ

　
　

老
後
見
月

（
一
〇
三
）あ
か
す
み
る
わ
か
身
そ
い
た
く
ふ
り
に
け
る
月
は
か
は
ら
す
照
ま
さ
れ
と
も

　
　

野
宿
見
月

（
一
〇
四
）秋
の
ゝ
の
を
花
か
も
と
の
草
の
庵
に
こ
よ
ひ
の
月
と
あ
ひ
舎
り
し
て

　
　

野
月

（
一
〇
五
）い
か
に
し
て
家
つ
と
に
せ
ん
秋
の
ゝ
に
を
る
こ
と
か
た
き
月
の
か
つ
ら
を

　
　

関
路
月

（
一
〇
六
）月
か
け
の
清
み
か
関
は
人
の
み
か
雲
の
往
来
も
ま
も
る
な
る
ら
し

　
　

浜
月 

」12
ウ

（
一
〇
七
）し
も
か
と
も
お
も
ふ
は
か
り
に
月
か
け
の
白
く
照
ら
せ
る
あ
り
明
の
浜

　
　

観
月

（
一
〇
八
）空
は
れ
て
み
ち
ぬ
る
月
の
か
け
を
こ
そ
そ
こ
な
き
玉
と
め
つ
へ
か
り
け
れ

　
　

羇
旅
月

（
一
〇
九
）草
ま
く
ら
と
も
な
ひ
来
つ
る
月
か
け
の
い
る
を
幾
よ
か
み
お
く
り
に
け
ん

　
　

月
移
水

（
一
一
〇
）月
か
け
の
さ
な
か
ら
み
つ
に
う
つ
れ
る
を
池
に
も
空
の
あ
る
か
と
そ
み
る

　
　

山
家
月

（
一
一
一
）訪
ふ
人
も
い
ま
は
な
き
よ
の
山
ま
と
に
月
と
我
の
み
の
こ
り
て
そ
す
む 

」13
オ

　
　

神
代
月

（
一
一
二
）い
ま
も
猶
あ
ふ
け
は
高
き
ひ
か
り
か
な
か
み
よ
の
ま
ま
の
月
の
み
か
け
を

　
　

橋
辺
月

（
一
一
三
）さ
や
か
な
る
月
に
う
か
れ
て
お
も
ふ
と
ち
い
つ
わ
た
り
け
ん
里
の
川
は
し

　
　

旅
月

（
一
一
四
）な
も
し
ら
ぬ
山
の
ふ
も
と
に
や
と
る
よ
は
お
も
は
ぬ
か
た
に
い
つ
る
月
か
な

　
　

古
寺
暁
月

（
一
一
五
）は
つ
せ
や
ま
あ
か
つ
き
つ
く
る
か
ね
の
音
に
月
も
西
へ
と
か
た
ふ
き
に
け
り

　
　

月
前
松
風 

」13
ウ

（
一
一
六
）更
ゆ
く
か
月
み
る
人
も
し
つ
ま
り
て
ひ
と
り
声
す
る
軒
の
ま
つ
か
せ

　
　

老
見
月

（
一
一
七
）と
し
な
み
の
八
十
に
あ
ま
る
老
か
め
に
か
す
ま
て
う
か
ふ
秋
の
よ
の
月

　
　

老
後
惜
月

（
一
一
八
）老
か
身
の
ほ
と
を
お
も
ひ
て
月
み
れ
は
か
た
ふ
く
影
の
を
し
く
も
有
哉
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秋
夕

（
一
一
九
）よ
を
す
て
し
わ
れ
な
り
な
か
ら
何
と
な
く
秋
の
ゆ
ふ
へ
は
も
の
う
か
り
け
り

　
　

山
中
秋
夕

（
一
二
〇
）さ
ら
ぬ
た
に
秋
の
ゆ
ふ
へ
は
か
な
し
き
を
軒
は
の
山
に
鹿
も
な
く
な
り 

」14
オ

　
　

秋
野
夕
帰

（
一
二
一
）秋
草
の
花
の
野
末
に
あ
こ
か
れ
て
か
へ
る
ゆ
ふ
へ
の
み
ち
の
は
る
け
さ

　
　

小
鷹
狩

（
一
二
二
）秋
ひ
と
日
小
た
か
あ
は
せ
て
得
し
鳥
の
も
す
の
ゝ
く
れ
に
か
へ
る
狩
人

　
　

葛
風

（
一
二
三
）吹
か
へ
す
ま
く
す
か
は
ら
の
秋
か
せ
に
虫
も
よ
さ
む
を
う
ら
み
て
や
な
く

　
　

葛
葉
散
風

（
一
二
四
）秋
か
せ
に
う
ら
み
な
か
ら
も
く
す
の
は
の
こ
ゝ
ろ
よ
わ
く
や
か
つ
ち
り
ぬ
ら
ん

　
　

雨
夜
虫 

」14
ウ

（
一
二
五
）あ
は
れ
な
り
よ
ふ
か
き
雨
に
ふ
り
出
て
ぬ
れ
つ
ゝ
き
ほ
ふ
す
ゝ
む
し
の
こ
ゑ

　
　

山
家
虫

（
一
二
六
）山
さ
と
は
訪
ひ
来
る
人
も
な
か
き
よ
に
た
れ
ま
つ
虫
の
な
き
あ
か
す
覧

　
　

虫
声
非
一

（
一
二
七
）よ
も
す
か
ら
お
の
か
さ
ま

く
な
く
虫
も
あ
は
れ
ひ
と
つ
の
外
の
ね
や
あ
る

　
　

促
織

（
一
二
八
）秋
の
ゝ
の
ち
く
さ
の
花
の
ね
を
は
は
た
織
む
し
や
お
り
い
て
に
け
む〔
注
Ｃ
〕

　
　

蟋
蟀

（
一
二
九
）か
へ
に
な
く
こ
ほ
ろ
き
の
声
さ
よ
更
て
い
と
ゝ
枕
に
か
ゝ
る
つ
ゆ
し
も 

」15
オ

　
　

閑
庭
露

（
一
三
〇
）か
り
捨
ぬ
庭
の
あ
さ
ち
か
露
の
上
に
や
と
れ
る
月
の
影
の
淋
し
さ

　
　

菊
盛
久

（
一
三
一
）霜
を
経
て
い
と
ゝ
色
か
を
ま
さ
垣
に
さ
か
り
う
れ
し
き
し
ら
菊
の
花

　
　

暮
菊

（
一
三
二
）き
く
の
花
な
ほ
う
つ
ろ
は
ぬ
も
の
な
ら
は
く
れ
行
春
も
忘
れ
て
や
み
ん〔
注
Ｄ
〕

　
　

重
陽

（
一
三
三
）た
の
し
く
も
酔
に
け
る
か
な
け
ふ
の
日
の
数
を
か
さ
ぬ
る
き
く
の
さ
か
つ
き

　
　

十
日
菊 

」15
ウ

（
一
三
四
）昨
日
み
し
花
の
色
か
に
あ
か
て
こ
そ
け
ふ
も
め
く
ら
せ
菊
の
さ
か
つ
き

　
　

峰
紅
葉

（
一
三
五
）夕
か
ら
す
く
る
ゝ
み
谷
に
声
す
な
り
み
ね
の
も
み
ち
葉
ま
た
あ
か
ぬ
ま
に

　
　

山
紅
葉

（
一
三
六
）を
く
ら
山
を
く
ら
く
み
ゆ
る
か
け
も
な
し
夕
日
て
り
そ
ふ
木
々
の
紅
葉
に

　
　

紅
葉
色
深

（
一
三
七
）花
な
ら
は
う
つ
ら
む
も
の
を
霜
お
け
は
い
と
ゝ
色
ま
す
秋
の
も
み
ち
は

　
　

紅
葉
如
酔

（
一
三
八
）秋
ふ
か
き
霜
の
な
さ
け
に
も
み
ち
は
の
酔
る
か
こ
と
く
満
に
け
る
か
な 

」16
オ

　
　

山
深
紅
葉
残

（
一
三
九
）人
訪
は
ぬ
み
や
ま
の
お
く
の
も
み
ち
は
ゝ
風
も
し
ら
て
や
吹
残
す
ら
ん

　
　

蔦

（
一
四
〇
）か
く
れ
か
の
か
き
ね
の
蔦
も
紅
葉
し
て
人
め
に
か
ゝ
る
こ
ろ
と
成
け
り

　
　

朝
暮
初
雁

（
一
四
一
）夕
か
け
て
く
る
鴈
か
ね
は
け
さ
聞
し
声
よ
り
も
猶
あ
は
れ
成
け
り

　
　

湊
初
雁

（
一
四
二
）み
な
と
江
の
秋
か
せ
寒
き
夕
な
み
に
声
う
ち
添
へ
て
わ
た
る
初
雁

　
　

蘆
辺
雁 

」16
ウ

（
一
四
三
）お
く
露
の
た
ま
江
の
あ
し
を
吹
か
せ
に
み
た
れ
て
お
つ
る
か
り
の
ひ
と
つ
ら
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月
前
鴈

（
一
四
四
）大
江
山
月
か
け
さ
え
て
は
つ
か
り
の
鳥
羽
た
の
面
に
鳴
わ
た
る
み
ゆ

　
　

左
右
聞
鴈

（
一
四
五
）お
と
は
山
こ
ゆ
と
み
る
ま
に
天
つ
か
り
き
た
の
ゝ
か
た
に
声
の
聞
ゆ
る

　
　

砧

（
一
四
六
）た
か
為
の
き
ぬ
た
な
る
ら
ん
き
く
ま
ゝ
に
あ
は
れ
う
ち
そ
ふ
暁
の
声

　
　

名
所
擣
衣

（
一
四
七
）や
ま
と
り
の
を
の
へ
の
さ
と
に
賤
の
女
か
な
か
き
よ
す
か
ら
こ
ろ
も
う
つ
な
り

 

」17
オ

（
一
四
八
）よ
さ
む
に
も
な
り
に
け
ら
し
な
賤
の
女
か
衣
し
て
打
秋
し
の
ゝ
里

　
　

鹿
声
遠
近

（
一
四
九
）わ
か
庵
の
か
き
ね
ま
ち
か
く
き
け
は
ま
た
遠
山
辺
に
も
鹿
の
鳴
な
り

　
　

寝
覚
聞
鹿

（
一
五
〇
）山
さ
と
の
あ
は
れ
や
何
と
人
問
は
ゝ
ね
覚
の
鹿
の
声
と
こ
た
へ
ん

　
　

海
辺
聞
鹿
声

（
一
五
一
）う
き
ね
す
る
浪
に
あ
は
れ
を
う
ち
そ
へ
て
う
ら
島
近
く
を
鹿
な
く
な
り

　
　

閉
門
野
鹿
近

（
一
五
二
）草
の
門
は
さ
し
も
さ
ゝ
す
も
こ
え
い
り
て
庭
を
も
の
へ
と
鹿
の
な
く
な
り 
」17
ウ

　
　

渡
霧

（
一
五
三
）き
り
ふ
か
み
よ
と
の
あ
さ
け
は
を
く
ら
き
に
よ
ふ
ね
の
ほ
す
と
猶
お
も
ふ
な
り

　
　

山
家
秋
興

（
一
五
四
）と
ふ
人
の
な
き
山
す
み
も
さ
ひ
し
さ
の
な
く
さ
ま
る
ゝ
か
菊
に
も
み
ち
に

　
　

秋
旅

（
一
五
五
）そ
の
は
ら
や
ふ
せ
や
と
い
へ
と
秋
の
よ
の
も
の
う
き
旅
は
い
こ
そ
ね
ら
れ
ね

　
　

秋
燈

（
一
五
六
）あ
き
の
よ
は
と
ひ
い
る
虫
も
ま
れ
な
れ
は
ふ
み
見
の
こ
さ
ぬ
窓
の
と
も
し
火

　
　

秋
海 

」18
オ

（
一
五
七
）わ
た
の
は
ら
秋
の
色
に
は
そ
ま
ね
と
も
ゆ
ふ
な
み
よ
す
る
音
そ
淋
し
き

　
　

秋
水

（
一
五
八
）む
す
ひ
つ
る
手
も
ひ
や
ゝ
か
に
お
ほ
し
け
り
や
ゝ
秋
ふ
か
き
山
の
ゐ
の
み
つ

　
　

秋
田

（
一
五
九
）お
し
ね
か
る
あ
き
の
田
向
の
に
き
は
ひ
に
と
し
の
ゆ
た
け
き
ほ
と
も
み
え
け
り

　
　

秋
川

（
一
六
〇
）か
つ
ら
川
お
ち
く
る
鮎
の
や
な
や
れ
て
な
み
ま
さ
ひ
し
く
秋
か
せ
そ
ふ
く

　
　

秋
山

（
一
六
一
）も
み
ち
は
を
み
ね
に
ふ
も
と
に
そ
め
か
け
て
山
に
そ
あ
き
の
色
は
み
え
け
る 

」18
ウ

　
　

秋
時
雨

（
一
六
二
）秋
ふ
か
み
は
や
く
時
雨
の
ふ
る
山
は
も
み
ち
の
色
や
い
や
ま
さ
る
ら
む

　
　

江
天
晩
秋
図

（
一
六
三
）あ
き
く
れ
て
う
す
す
み
の
え
の
空
と
ほ
く
わ
た
る
か
か
り
の
も
し
も
ほ
の
か
に

　
　

山
寺
暮
秋

（
一
六
四
）山
寺
は
さ
ら
て
も
も
の
ゝ
さ
ひ
し
き
を
秋
つ
き
は
つ
る
入
あ
ひ
の
か
ね 

」19
オ

〔
注
〕

Ａ　

五
九
番
歌
。
歌
題
・
四
句
の
「
水
泳
」
は
マ
マ
。

Ｂ　

七
六
番
歌
。
四
句
「
あ
し
の
は
戦
く
」
は
マ
マ
。

Ｃ　

 
一
二
八
番
歌
。
歌
題
「
促
織
」
は
「
は
た
お
り
」。
四
句
「
は
た
」
の
欠

か
、
或
い
は
「
織
」
一
字
で
「
は
た
お
り
」
と
読
む
か
。
正
し
く
は
「
秋

の
野
の
─
千
草
の
花
の
─
ね
を
ば
は
た
─
は
た
お
り
虫
や
─
織
り
出
で
に

け
む
」
で
あ
ろ
う
。

－ 222 －



Ｄ　

一
三
二
番
歌
。
四
句
「
く
れ
行
春
」
は
マ
マ
。「
く
れ
行
秋
」
か
。

 

（
お
の
・
よ
し
の
り
）
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